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 H2 ダイエットかまくら90運動開始 

 H8 ごみ半減都市宣言・ごみ半減計画策定（H８～H17） 

 H9 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の改正 

 H10  ごみ処理広域化計画策定 
     横須賀三浦ブロックごみ処理広域化協議会設立     

 H13  横須賀三浦ブロック広域連合設立準備協議会設立 

 H16   エコループセンター設立 

 H17   山北町長がエコループ施設受入断念を表明 
      鎌倉市・逗子市ごみ処理広域化検討協議会設置 

 H20   生ごみ資源化施設に、逗子は参画しないとの表明 
      生ごみ資源化施設を関谷に建設することを断念 

 H14 ごみ半減計画の見直しを表明/今泉クリーンセンター改修計画を決定 

 H17 今泉クリーンセンターダイオキシン類削減対策工事完成（稼働期間は、改修後10年間） 

①本市のごみ処理の取組と広域化の流れ 

 H22   山崎バイオマスエネルギー回収施設の計画策定 

 H23．6 第2次鎌倉市一般廃棄物処理基本計画 ごみ処理基本計画中間見直し策定 

 H23   山崎バイオマスエネルギー回収施設の建設を行わないことを決定 

 H10    ごみ半減計画削減目標の前倒し（H8～H14） 
       ・名越クリーンセンター改修/今泉クリーンセンター焼却停止 
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平成２７年３月 焼却停止 

約10年を超える 延命化工事 

  
山崎浄化センターバイオマスエネルギー 
回収施設建設による生ごみ資源化 

従前 

焼却量を３万トン以下へ 

②本市のごみ処理施設 

年間 約４万トン を焼却 

 名越クリーンセンター 
  昭和57年 
        2月稼働 

３万トン 

 今泉クリーンセンター 
  昭和48年 
        5月稼働 

１万トン 

・財政負担が大きい 
・全国的に同規模の施設建設がない 

２ 
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③ごみの減量化・資源化に向けて・・・  

平成２３年度からのさまざまな取り組みにより、ごみの焼却量は 

           平成２３年度末 ・・・ ３９,０００トン 

           平成２４年度末 ・・・ ３８,０００トン  まで削減 

                               
あと８,０００トンの削減が必要！  

                    

・家庭系ごみの戸別収集・有料化  約３,５００トン 
・事業系ごみの分別徹底   約２,５００トン 
・事業系ごみの処理手数料の改定  約  ５００トン 
・発生抑制等その他の取り組み  約１,５００トン 

平成26年7月から 

全市実施を予定 

燃やす

ごみ, 

75% 

紙類, 

10% 
プラス

チック

類, 7% 

布類・ 

その他, 

8% 

燃やすごみの中の 
資源物の混入割合 

※平成23年度家庭系ごみ質組成調査 

                                
ごみ排出量の減量 
費用負担の公平化 
資源物の分別徹底 
排出者責任の明確化 
高齢化社会への対応・・・  
                    

３ 

しかし！ 

平成16年度～平成20年度 平成21年度～平成23年度 

10万人以上の市町村の中で 10万人以上の市町村の中で 

鎌倉市 神奈川県内 県平均 

７６３ｇ/日 １８位/33市町村 ７２１ｇ/日 

④本市のごみ処理の現状 

１位 2位 

高い 
リサイクル

率 

残念ながら一人あたりの排出量は多い・・・ 

※平成23年度 
     環境省資料 

３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進により・・・ 

ごみ減量・資源化に向けて一体となった取り組み 

市民 

事業
者 

行政 

４ 
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①紙類 
26.37% 

②プラスチック類 
     10.2% 

③木竹類 
  4.2% 

④厨芥類 
  47.18% 

⑤繊維類 
4.82% ⑥そ

の他
可燃
物 

4.78
% 

⑦排出容器 

0.51% 

⑧その他
不燃物
0.21% 

⑨金属・
ガラス類

1.73% 

平成２３年度 燃やすごみ質組成調査 

⑤家庭での取り組み～分別にご協力ください～ ５ 

生ごみ処理機の活用 

 非電動型 90％助成 

 電動型   75%助成 

 (上限4万円） 

生ごみの水切り 
生ごみは水分が80％です。

「水切り」することで、
10％程度の水分を除くこ

とができます。 


